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平成２０年第２回群馬県後期高齢者医療広域連合議会定例会会議録 

 

◎会期  １日：平成２０年８月２６日（火曜日） 

 

◎会場  前橋市元総社町３３５番地８ 群馬県市町村会館２階 大会議室 

 

◎議事日程 第１号 

日程第１  会議録署名議員の指名  

日程第２  会期の決定  

日程第３  認定第１号 平成１９年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般  

会計歳入歳出決算の認定について  

日程第４  議案第９号 平成２０年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期  

高齢者医療特別会計補正予算（第２号）  

日程第５  同意第１号 監査委員の選任について 

 

◎本日の会議に付した事件 

 日程第１から日程第５まで 

 

◎出席議員（１９名） 

     １番 青 木 登美夫     ２番 関 本 照 雄 

     ３番 丸 山 和 久     ４番 北 村 久 瑩 

５番 佐 藤 光 好     ６番 矢 島 征 司 

７番 半 田  栄      ８番 金 井 康 夫 

９番 長谷川 正 博    １０番 髙  橋   敬  

１１番 針 谷 賢 一    １２番 高 橋 總一郎 

    １３番 上 原 和 明    １４番 藤 生 英 喜 

    １５番 石 川 眞 男    １６番 黒 澤  功 

    １７番 山 田 光 次    １８番 砂 山 芳 夫 

    １９番 川 島  洋 

 

◎欠席議員（０名）なし 

 

◎説明のため出席した者 

広 域 連 合 長  松 浦 幸 雄   副広域連合長  針ヶ谷 照 夫 
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監 査 委 員  藤 井 正 彦   事 務 局 長  土 屋 秀 夫 

事 務 局 次 長  岩 佐 信 一   業 務 課 長  須 田 利 秀 

会 計 課 長  青 木  哲 

 

◎職務のため出席した広域連合事務局職員 

  議会書記長  信 澤 和 秀   議 会 書 記  林   昌 宏 

  議 会 書 記  吉 沢  貴    主   幹  阿佐美  忍 

主   幹  福 井 保次郎   主   幹  小 林 哲 彦 

主   幹  齋 藤  博 

 

   

 

◎開     会 

午後１時３４分 

○ 議長（金井康夫君）  

 ただ今の出席議員は１９名で定足数に達しております。  

 これより平成２０年第２回群馬県後期高齢者医療広域連合議会定例会を開会いたし

ます。  

本日の議事日程は、第１号でお手元に配付したとおりでございます。  

 

 

◎開     議  

○ 議長（金井康夫君）  

直ちに本日の会議を開きます。  

 

 

◎諸 般 の 報 告 

○ 議長（金井康夫君）  

 議事の日程に入る前に、議会書記から諸般の報告をいたします。  

○ 議会書記（吉沢貴君）  

今期定例会の説明員として地方自治法第１２１条の規定により、広域連合長等執行

部のほか、藤井監査委員の出席を求めておりますので御了承ください。以上でござい

ます。 
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◎会議録署名議員の指名  

○ 議長（金井康夫君）  

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

 会議録署名議員には、１２番高橋總一郎議員、１３番上原和明議員、以上２名を指

名いたします。  

 

 

◎会 期 の 決 定 

○ 議長（金井康夫君）  

 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。  

これに御異議ありませんか。  

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○ 議長（金井康夫君）  

 御異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決まりました。  

 

 

◎平成１９年度一般会計歳入歳出決算の認定  

○ 議長（金井康夫君）  

次に日程第３、認定第１号「平成１９年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計

歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。  

提出者から提案理由の説明を求めます。広域連合長。  

○ 広域連合長（松浦幸雄君）  

ただ今上程されました認定第１号「平成１９年度群馬県後期高齢者医療広域連合一

般会計歳入歳出決算の認定について」を御認定いただくにあたり、決算の大要につい

て主なものを御説明申し上げ、御審議の参考にしていただきたいと存じます。  

平成１９年度の議会運営は定例会２回、臨時会１回を開催をいたしまして、保険料

等を規定する後期高齢者医療に関する条例、平成２０年度一般会計及び特別会計予算、

平成１９年度補正予算などを御審議いただきました。  

また、広域連合行政の効率的な運営を図るため、委員、職員の適正な人事管理及び

執務環境の改善に努めました。  

後期高齢者準備事業では平成２０年度からの後期高齢者医療制度の施行に向け、適

正かつ円滑な制度実施を図るための環境整備を行ったほか、後期高齢者医療制度につ



 - 4 -

いて周知するための制度広報に努めました。  

また、後期高齢者医療制度の円滑な導入を図るため、平成２０年度の特例措置とし

て実施をいたしました被用者保険の被扶養者であった被保険者の保険料の軽減措置に

伴い、後期高齢者医療制度臨時特例基金を設置いたしました。  

それでは、議案書の６ページ及び７ページを御覧をいただきたいと思います。平成

１９年度の一般会計決算額でございますが、歳入総額は１１億７ ,４７２万３ ,４６８

円でございます。  

次に８ページ及び９ページを御覧をいただきたいと思います。歳出総額は１１億２ ,

５３０万８ ,２３２円でございます。  

この結果、歳入歳出差引残額は４ ,９４１万５ ,２３６円となりました。このうち、

地方自治法第２３３条の２の規定により、２ ,５００万円を財政調整基金へ積み立てい

たしましたので、２ ,４４１万５ ,２３６円が翌年度への繰越金となるものでございま

す。  

 なお、決算の詳細につきましては事務局から説明させますが、よろしく御審議の上、

御認定を賜りますようお願いをいたします。以上でございます。  

○ 議長（金井康夫君）  

事務局長。  

○ 事務局長（土屋秀夫君）  

「平成１９年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決算」について、

御説明を申し上げます。  

議案書の１２ページと１３ページ、歳入歳出決算事項別明細書を御覧ください。  

まず歳入でございますが、１款分担金及び負担金の決算額は１３ページの収入済額

にあるとおり、５億２ ,３３７万９ ,０１３円でございます。これは広域連合規約に基

づきます構成市町村からの負担金でございます。  

 次に２款国庫支出金でございますが、第１項第１目老人医療費適正化推進費補助金

３ ,００８万円は、広域連合電算処理システムの運用に必要なサーバールームの構築、

電算処理機器の設置及びネットワーク設定等の実施に必要な経費にかかる国からの補

助金でございます。  

第２目高齢者医療制度円滑導入臨時特例交付金６億１ ,６７８万９ ,６１３円は、後

期高齢者医療制度の円滑な実施を図るため、平成２０年度の特例措置として実施する

被用者保険の被扶養者であった被保険者の保険料軽減措置に伴う基金造成に必要な経

費の国からの交付金でございます。  

次に３款繰越金４０１万７６３円は、平成１９年度決算による前年度からの繰越金

でございます。  
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次に４款諸収入４６万４ ,０７９円は、資金の管理運用を図るため、金融機関へ預け

たことによる預金利子と雑入でございます。以上で歳入に関する説明を終わります。  

 続きまして、歳出について御説明を申し上げます。１４ページと１５ページを御覧

ください。  

まず、１款議会費の支出済額７４万２ ,１０３円は、議員報酬等、議会の運営に係る

経費でございます。  

 次に２款総務費の支出済額は、５億７７７万６ ,５１６円でございます。主な内容と

いたしましては、事務局職員の人件費に係る負担金、事務室賃借料など、広域連合運

営に係る一般管理的経費のほか、電算処理システムの導入、被保険者証等の作成に係

る委託料等、制度施行のための準備にかかる経費でございます。  

 それでは、２枚おめくりいただき、１８ページと１９ページを御覧ください。３款

公債費につきましては、支出がございませんでした。  

４款基金積立金は、後期高齢者医療制度の円滑なる導入を図るため、平成２０年度

の特例措置として実施いたします被用者保険の被扶養者であった被保険者の保険料軽

減措置に伴い、設置いたしました基金造成のための経費でございます。  

５款予備費につきましては、制度周知のためのリーフレットを印刷する必要が生じ

たことから１款総務費へ１７２万円を充用いたしました。  

以上、御説明を申し上げましたが、よろしく御審議の上、御認定賜りますようお願

い申し上げます。  

○ 議長（金井康夫君）  

ただ今提案理由の説明が終わりました。  

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○ 議長（金井康夫君）  

ないようですので、質疑を終わります。  

これより討論に入ります。討論はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

ないようですので、討論を終わります。  

○ 議長（金井康夫君）  

これより認定第１号を採決いたします。  

本案は認定することに賛成の議員の起立を求めます。  

（全員起立）  

○ 議長（金井康夫君）  

起立全員です。よって、本案は認定することに決しました。  
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◎予算議案の上程  

○ 議長（金井康夫君）  

 次に日程第４、議案第９号「群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会  

計補正予算（第２号）」についてを議題といたします。  

提出者から提案理由の説明を求めます。広域連合長。  

○ 広域連合長（松浦幸雄君）  

 ただ今上程となりました議案第９号「平成２０年度群馬県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」につきまして提案理由の御説明を申し上

げます。  

 お手元の議案書、５１ページを御覧をいただきたいと思います。  

平成２０年度歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２ ,５００万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１ ,５９６億６ ,３７９万８千円といたしたい

というものでございます。  

 詳細につきましては事務局から説明させますが、よろしく御審議の上、御議決賜り

ますようお願いをいたします。  

○ 議長（金井康夫君）  

事務局長。  

○ 事務局長（土屋秀夫君）  

ただ今上程となりました議案第９号「平成２０年度群馬県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」につきまして提案理由の御説明を申し上

げます。  

お手元の議案書、５２ページと５３ページ、第１表歳入歳出予算補正を御覧くださ

い。  

平成２０年度歳入歳出予算の総額１ ,５９６億３ ,８７９万８千円に、歳入歳出それ

ぞれ２ ,５００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１ ,５９６億

６ ,３７９万８千円といたしたいというものでございます。  

それでは、歳入歳出予算の補正内容につきまして、歳入歳出補正予算事項別明細書

により御説明を申し上げます。  

まず、歳出から御説明申し上げますので、６０ページと６１ページを御覧ください。 

１款総務費、１項総務管理費の１目一般管理費でございますが、広域連合の電算処理

システムが４月から本格的に稼動いたしましたが、システム上の不具合の頻発や国の

特例措置や特別対策といった制度の見直し等により、当初の想定を大きく上回る作業
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を余儀なくされ、現在の保守契約による条件での対応が極めて困難な状況になってま

いりました。今回、それらに対応するため、新たにシステム運用に係る業務委託をす

るための費用２ ,５００万円を追加するものでございます。  

なお、制度周知のための広報等の経費にかかる財源４８１万８千円を後期高齢者医

療制度臨時特例基金から繰入れすることになりましたので補正予算額の一般財源とい

たしましては、この４８１万８千円の特定財源を差し引いた２ ,０１８万２千円となり、

各市町村から御負担いただくことになります。  

次に、２款保険給付費、１項療養諸費の１目療養給付費、２目訪問看護療養費及び

２項高額療養費、１目高額療養費の財源更正でございますが、これは平成２０年度の

特例措置として実施いたします被用者保険の被扶養者であった被保険者に係る保険料

を軽減するための財源を後期高齢者医療制度臨時特例基金から繰入れすることに伴い、

財源を市町村負担金から繰入金に更正するものでございます。これにつきましては、

歳入の中での御説明となりますので、恐れ入りますが１枚お戻りいただきまして、歳

入の５８ページと５９ページをお開き願います。  

 それでは、歳入について御説明いたします。１款市町村支出金の１項市町村負担金、

１目事務費負担金は、広域連合規約に定める共通経費を構成市町村から御負担いただ

くものでございますが、平成２０年度の特例措置として実施いたします被用者保険の

被扶養者であった被保険者に係る保険料軽減措置を広報するための経費の財源４８１

万８千円を後期高齢者医療制度臨時特例基金から繰入れすることになったため、歳出

のところで御説明いたしましたが、追加分の２ ,５００万円からこの４８１万８千円を

差し引いた金額２ ,０１８万２千円が、新たに市町村に御負担いただく金額となります。 

次に、２目保険料等負担金は、市町村が徴収した保険料を広域連合へ納付するもの

でございますが、平成２０年度の特例措置として実施いたします被用者保険の被扶養

者であった被保険者に係る保険料の軽減のための財源として、６億１ ,１９７万円を後

期高齢者医療制度臨時特例基金から繰入れすることにより、各市町村の御負担が減額

となるものでございます。  

続きまして、６款繰入金、２項基金繰入金、１目基金繰入金でございますが、これ

は制度の円滑な導入を図るため、平成２０年度の特例措置として実施いたします被用

者保険の被扶養者であった被保険者の保険料軽減措置に伴い、その財源を補填するた

め、平成１９年度に国から交付されました高齢者医療制度円滑導入臨時特例交付金に

より造成した後期高齢者医療制度臨時特例基金から、保険料の軽減分６億１ ,１９７万

円と広報等の経費にかかる財源４８１万８千円との合計額６億１ ,６７８万８千円を

繰入するものでございます。  

以上、御説明を申し上げましたが、よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願
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い申し上げます。  

○ 議長（金井康夫君）  

ただ今提案理由の説明が終わりました。  

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。  

〔「５番、佐藤」と呼ぶ者あり〕  

○ 議長（金井康夫君）  

５番、佐藤議員。  

○ ５番（佐藤光好君）  

 ただ今御説明のあったシステム運用が、これが切り替えというような説明であった

と思うんですけれども。すると、現在のものはどうゆうふうになるんでしょうか。そ

こら辺だけ一点だけ。  

○ 議長（金井康夫君）  

 事務局長。  

○ 事務局長（土屋秀夫君）  

 ただ今の御質問でございますが、これにつきましては切り替えということではなく

て、現在のシステム運用の中に新たに追加する業務委託を追加する部分でございます。

ですから基本的なシステムについては変わりありません。今回、制度の改正とかいろ

いろな不具合がございますので、それを修正するためのシステムを新たに付け加える

ということでございます。以上でございます。  

○ 議長（金井康夫君）  

他にございますか。  

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○ 議長（金井康夫君）  

ないようですので、質疑を終わります。  

これより討論に入ります。討論はありませんか。  

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○ 議長（金井康夫君）  

ないようですので、討論を終わります。  

○ 議長（金井康夫君）  

これより議案第９号を採決いたします。  

本案は原案のとおり可決することに賛成の議員の起立を求めます。  

（全員起立）  

起立全員です。よって、議案第９号は、原案のとおり可決されました。  
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◎監査委員の選任  

○ 議長（金井康夫君）  

次に日程第５、同意第１号「監査委員の選任について」を議題といたします。  

地方自治法第１１７条の規定により青木議員の退席を求めます。  

〔青木議員退席〕  

○ 議長（金井康夫君）  

提出者から提案理由の説明を求めます。広域連合長。  

○ 広域連合長（松浦幸雄君）  

ただ今上程をされました同意第１号「監査委員の選任について」、御説明申し上げ

ます。  

広域連合の監査委員につきましては、広域連合規約第１６条の規定に基づきまして

２人となっており、１人は知識経験を有する者のうちから、1 人は議員のうちから、

それぞれ議会の同意を得て選任することとされております。  

現在、議員のうちから選任される監査委員が欠員となっておりますので、青木登美

夫議員を選任いたしたく、御提案申し上げるものでございます。  

よろしく御審議の上、御同意賜りますようお願いを申し上げます。  

○ 議長（金井康夫君）  

ただ今提案理由の説明が終わりました。  

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○ 議長（金井康夫君）  

ないようですので、質疑を終わります。  

これより討論に入ります。討論はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○ 議長（金井康夫君）  

ないようですので、討論を終わります。  

○ 議長（金井康夫君）  

これより同意第１号を採決いたします。  

お諮りいたします。本案は同意することに御異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

御異議なしと認めます。よって、本案は同意することに決しました。  

青木議員の入場を許可いたします。  

〔青木議員入場〕  
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これで今期定例会に上程されました案件はすべて終了いたしました。  

 

 

◎閉 会 

○ 議長（金井康夫君）  

これをもちまして、平成２０年第２回群馬県後期高齢者医療広域連合定例会を閉会

いたします。大変御苦労様でございました。  

午後１時５３分
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。  
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議案等審議結果一覧表  
【会期 平成２０年８月２６日（水） １日間】  

事件番号  件    名  審議結果  

認 定  

第１号  

平成１９年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計歳

入歳出決算の認定について  
原案認定  

議 案  

第９号  

平成２０年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２号）  
原案可決  

同 意  

第１号  
監査委員の選任について  

原案同意  

青木登美夫  
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